
1. 研究の背景と目的　火葬場はかつて寺院風のデザ

インと高い煙突が象徴的で（図１）、環境公害やそ

の機能から暗いイメージを持たれ、人家から離れて

立地してきた。1970 年代後半からの技術の発達に

より高い煙突や排煙、臭気の問題が改善され、その

必要性も十分認められている現在も、未だに迷惑施

設として歓迎されにくい。一方で近年は葬送の場に

ふさわしい空間と同時に周辺環境との関係を意識

し、地域と共存するものも現れ（図２）、その在り

方は多様である。そこで本研究では、近年建てられ

た火葬場について地域との共存という観点からその

設計手法を明らかにすることで現代の火葬場設計に

質する知見を得ることを目的とする。

2. 研究概要　本研究では、建築専門誌『新建築』に

おいて 2000 年以降に掲載された火葬場 7 作品を研

究対象とする（表１）。それらの作品について文献

から得られた言説、図面、写真を研究資料とし、許

可を得た 5 作品については現地調査を経て、近年の

火葬場に置ける設計手法を明らかにしていく。

3. 言説分析　研究資料の言説分析を行うと作品全体

に関するコンセプト、諸空間に関する意図、操作か

ら『火葬場とその外部に関するもの』と『参列者の

心情に関するもの』の二つが顕著に現れた（図３）。

3-1. 火葬場とその外部に関して　該当する言説を抽

出すると複数の火葬場に現れる 3 つの言語群が得ら

れた（表２ ,３）。〈連続性〉は特に多く、造形や色

彩から建築を自然物に見立てたり、植栽を用いると

いうように周囲の自然要素　との視覚的連続性や、

周辺住民が自由に出入りできるといった火葬場との

関係性の連続が見られた。一方で〈境界〉も多く、

火葬場と外部の間に線を引き、特別な場としている。

一見相反する〈連続性〉と〈境界〉の共存が複数の

火葬場において確認された。また〈地域性〉におい

ては、葬送を馴染みのある場で行うという場所性の

演出が見られた。

3-2. 参列者の心情に関して　該当する言説を抽出す

ると 7 つの言語群が得られた。また、各空間におけ

る参列者の心情と行為の対応関係を探るため、火葬

という儀式の行為を入苑、告別、見送り、待合、収骨、

退館に分け　 、そこに現れる言語群と合わせて整

理した（表４ ,５）。〈開放性〉や〈静寂性〉は多く

の火葬場で現れ、自然要素を用いたり特徴的な形状

を用いるなどしている。また、得られた言語群と各

行為のクロス集計　 を行った（図４）。告別、見送り、

収骨では〈個別性〉や〈厳粛性〉のように故人との

別れに集中し、それらの行為の前後で〈開放性〉、〈穏

やかさ〉、〈静寂性〉のように心地よさをもたらし、

参列者の気持ちの整理を促す意識が窺える。

4. 火葬場と周囲の関係　文献の図面、写真及び現地

調査の記録より対象作品についてそれぞれ平面、立

面の模式図化と立地についての分析図を作成し、火

葬場と周囲の関係を探る（図５）。

4-1. 立地　森林周辺、あるいは物流センターのよう

な機能的な施設が集積するエリアに位置するなど市

街地には隣接しないものが多い。しかし、火葬場か

ら 300M 以内に市街地が現れる事例もあり、地域住

民との共存を考えていく必要性があるといえる。

4-2. 外部環境と空間構成　分析図より外部環境との

関係という観点から共通項を 7 つ抽出した（図６）。

視線に関するものが多く、他にも墓地に隣接し、地

域において死を扱う場として位置づけられたり、公

園と一体化し、地域に開かれるものが見られた。ま

た、平面の分析図より火葬場の空間構成パターンを

得た（図７）。告別、見送り、収骨の場は故人との

別れに集中できるように閉じた空間となっている

が、エントランスは大きなガラス面を有する作品が

現れるなど、利用者を迎えたときの印象を明るく開

放的にしているものもある。また、待合空間には全

ての作品でガラス面が設けられ、外部環境を取り込

み、火葬を待つ時間に自然や風景を感じさせている。

一方で、このようなガラス面に沿う空間や火葬場そ

のものに対する外からの視線は〈樹木〉、〈レベル差〉、

〈長アプローチ〉、〈池〉によって緩和している（図６）。

高さが出てしまう炉室については奥側に配置され距

離をとったり、背景ボリュームと融和させ、火葬場

の圧迫感を緩和している。瞑想の森市営斎場を具体

例に見ると（図５）、大きなガラスに囲まれる開放

的な建物であるが、森林が周囲からの視線の緩衝帯

となっており、待合空間側の大きなガラス面につい

ては隣接する墓地を訪れる人から見られるが、池で

距離をとったり、墓地とのレベル差により視線が緩

和され、プライベート性が保たれている。

5. まとめ　本研究を通して、 周辺環境と連続させて調

和を図り、 火葬場を開いたものにする一方で、 特別な

場として周囲との間に線を引き、 遺族が別れに集中で

きるプライベート性のある空間にするという一見相反す

る事柄を、 地域性や地形、 自然要素と建築意匠を絡

め、 バランスよく実現させることで、 視覚的にも感覚的

にも調和し、 地域との共存が成されていることが分かっ

た。 このようにただ市街地から遠ざけるのではなく共存

を図り、 大切な人との別れの場として地域共有の認識

が強まっていくことが期待される。 　
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図６　外部環境に関する共通項

図４　「参列者の心情に関する言語群」 行為別件数

図７　火葬場の空間構成パターン

図５　分析図 （例）

①,③,④,⑥

人の目から見て一番奥側
に配置されている

②,⑤,⑦

人の目から見て一番奥側
に配置されていない

①,②,③,④,⑤,⑥,⑦

大きなガラス面に沿って
配置されている

【注釈】

注 1) 光や水、樹木といった要素を本研究では自然要素とする。注 2）「入苑」－敷地内に入っ

てから告別に至るまで、「告別」－告別室等にて告別を行う段階、「見送り」－棺が火葬炉に納ま

るのを見送る段階、「待合」－見送りを終え、火葬を待ち、収骨に至るまで、「収骨」－収骨室等

にて収骨を行う段階、「退館」－収骨を終え、火葬場を後にするまで、とする。注 3）各言語群

を意図とする建築操作の数を各行為ごとに集計した。
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